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外字実態調査の目的 

 本調査は、市区町村が独自に作成、使用する外字の総数等の状況を把握するとともに、今後文字
活用の共通基盤として広く普及することを目指して構築されている文字情報基盤漢字(※)との同定
作業を実施し、市区町村外字の実態について取りまとめを行うものである。 

 総務省では、自治体クラウドの全国的展開に向けた取組を推進するとともに、住民サービスの向
上のための電子自治体の確立に向けて、全省を挙げて取り組むために「自治体クラウド推進本部」
を設置し、市区町村における取組状況の把握、課題の抽出・検討及び必要な助言を行うことを目的
として、有識者懇談会を設置し、検討課題について具体的な施策を検討、推進してきたところであ
り、同懇談会での検討を踏まえ、平成23年度にクラウドサービス間の相互運用性の確保について
取り組むこととしている。 

コンピュータ処理上使用する文字については、各事業者のパッケージにおいて、住民基本台帳
ネットワークシステムにおける文字コードに則した文字セットの他に、市区町村が独自に作成した
外字を登録する領域が準備され、市区町村毎に多くの外字が設定されている。 

 
このため、①市区町村の業務システムの移行に伴うデータ移行作業において、外字の同定作業や

コードの割り当て作業が発生し、作業負担や移行コストが増加すること、②同一市区町村内でのシ
ステム間連携においても、外字データの連携のための同定作業や文字コードの変換テーブル作成の
作業が発生し、作業負担や移行コストが増加すること等の課題が指摘されている。 
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※)文字情報基盤漢字の概要 

BMP (全65,536文字） 
CJK統合漢字拡張

B,C,D (全47,000文字) 
IVD 

文字情報基盤漢字 
(58,712種類) 

フォントには 
未実装 

ISO/IEC 10646 
 

(UCS; Universal Coded 
Character Set) 

非漢字 
（2,002図形/1,672種類） 
縦書用文字、リガチャを含む 

戸籍統一文字（漢字のみ） 
(55,266種類) 

※現在は符号化対象外 

住基ネット統一文字 
(漢字のみ） 

（19,432種類） 

23,497種類  25,781種類 2,274種類 7,160種類 

（住基ネット統一文字以外の漢字は39,280種類） 

今回同定に用いた、 
文字情報基盤漢字の範囲 

1,672種類 
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文字情報基盤漢字は、経済産業省において電子政府を
推進するため、行政機関としての情報処理に必要とな
る文字基盤を整備しており、平成22年度においては、
戸籍統一文字と住民基本台帳ネットワーク統一文字の
整理を目的とした文字情報基盤構築事業を行い、文字
情報基盤漢字を整備している。 

※ 本調査では、平成23年10月26日に公開された正式版のフォント情報をもとに実態調査を実施。 



外字情報収集の概要 

総務省から全国の市区町村に対して、外字情報の提出を任意に依頼 

    1,386の市区町村から、 1,166,536文字の外字情報を収集し、 

     文字情報基盤漢字と字形レベルでの同定を実施した。 

提出外字の種類 外字数 

① 住基ネット残存外字 1,064,660文字 

② 既存住基システム外字 69,142文字 

③ その他システム外字 32,734文字 

合計 1,166,536文字 

住民基本台帳 
ネットワークシステム 

住基ネット統一文字 ① 住基ネット残存外字 
（住基ネットに標準で搭載されていなかっ

た文字で、市区町村が独自に登録、使用し
ている文字） 

標準文字 
既存住基システムに標準で搭載されていなかった文字で、市区町村が
独自に登録、使用している文字 

住基ネットの方が既存住基システムに比べ
多くの文字が標準で搭載されている 

② 既存住基システム外字 
（既存住基システム外字のうち住基

ネットで使用していない文字） 

既存住基システム 

標準文字 
その他システム等に標準で搭載されていなかった文字で、市区町村が独自に登録、
使用している文字 その他システム 

③その他システム外字 
（その他システムの外字の

うち住基ネット及び既存
住基システムで使用して
いない文字） 
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外字の実態調査結果 

     
     文字種類 
 
包摂基準 
 

文字情報基盤漢字 58,712種類 
文字情報基盤漢字に同定できなかった文字 

（同定不可能文字） 

住基ネット統一文字 
   19,432種類 

戸籍統一文字 
39,280種類(※) 不明文字 変体仮名 記号等 

字形一致 
98, 030文字 

（12, 545種類） 

 
74, 040文字 

（8, 856種類） 

 
23, 990文字 

（3, 689種類） 

デザイン差 
217, 313文字 

（12, 217種類） 

 
166, 452文字 

（8, 252種類） 

 
50, 861文字 

（3, 965種類） 

類似文字 
619, 469文字 

（14, 222種類） 

 
579, 528文字 

（10, 293種類） 

 
39, 941文字 

（3, 929種類） 

同定不可能文字 
  231, 724文字 

不明文字 
52, 294文字 

変体仮名 
97, 791文字 

記号等 
81, 639文字 

小計 
 820, 020文字 
（14, 852種類） 

小計 
114, 792文字 

（6, 709種類） 

総合計 
  1,166,536文字 

合計 
934, 812文字（21, 561種類） 

合計 
52, 294文字 

合計 
97, 791文字 

合計 
81, 639文字 

※ 戸籍統一文字39,280種類は、戸籍統一文字の総数55,266種類から住基ネット統一文字に含まれる15,986種類を除いた数字 
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※ 平成20年度経済産業省委託事業「汎用電子情報交換環境整備プログラム成果報告書」より一部引用 

字種 

字体 

字形 

デザイン差 デザイン差 類似文字 

包摂基準の考え方 

デザイン差 デザイン差 類似文字 

止め跳ね 交差有無 画数違い 

デザイン差 

筆おさえ 

◆字種・字体・字形の関係 
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 本調査の包摂基準は、文字情報基盤漢字と同定しようとする文字を「字種」・「字体」レベルでは
なく、「字形」レベルで同定し包摂することを目的とした。 

◆デザイン差の適用例 



作業で定義した包摂基準 

（１）字形一致 
    ・全ての文字構成要素の配置・画数・形状が一致した文字 
 

（２）デザイン差 
    ・全ての文字構成要素の配置・画数が同じであるが、 
     文字構成要素の形状の一部が、デザイン差の基準の範囲内で異なっている文字 
 

（３）類似文字 
    ・文字情報基盤漢字に類似字形が存在するが、（１）もしくは（２）の基準に当てはまらない文字 
 

（４）同定不可能文字 
    ・文字情報基盤漢字に類似字形が存在しない文字、変体仮名及び記号など 

 
※定義で参照した参考文献 
 

 ○デザイン差の定義 
  ・「常用漢字表」（平成22年内閣告示第2号）（付）字体についての解説 
  ・汎用電子情報交換環境整備プログラム「同定基準【原案】」2004.10.21附属資料4-15 
 
 ○類似文字の定義 
  ・昭和58年3月22日付け法務省民二第1500号通達（新字体と旧字体の関係）  
  ・平成2年10月20日付け法務省民二第5200号通達（新字体と旧字体の関係） 
  ・平成6年11月16日付け法務省民二第7005号、第7006号通達（戸籍電算化時の文字取扱い） 
  ・平成22年11月30日付け法務省民一第2905号通達（誤字・俗字の関係） 
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デザイン差の基準について 

（１）デザイン差の基準 
    ① 「常用漢字表（平成22年内閣告示第2号）（付）字体についての解説」と「汎用電子文字情報交換環境整備プ 
           ログラムにおける文字デザインの考え方」をデザイン差の基準とし、文字構成要素の単位で形状の判断を行った。 
 

      ②   新字体と旧字体の関係が明らかな文字については、デザイン差の基準内であっても類似文字として判断を行っ 
           た。 
 

（２）デザイン差の基準の詳細 
    文字構成要素の大小・高低、長短、接触非接触、接触位置、交差有無、点か棒か、傾斜方向、曲げ方折り方、曲 
     げ方跳ね方、止め払い、止め抜き、止め跳ね、運筆方向、見かけ上の画数の違い、八屋根、筆おさえを、デザイン 
     差基準と設定した。以下に判断例を示す。 
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例）「松」は、木＋八＋ムから成り立っている。「木」、「八」、「ム」を文字構成要素と定義し、 

   それぞれの要素の形状と画数を包摂基準に用いた。 

（２）文字構成要素の画数・形状の例 

松 木 八 ム 
（４画） （２画） 

（３画） 

（8画） 

例えば「八」が、   の場合は、「八屋根」のデザイン差の基準の範囲内と判断した。 

 
八 

（２画） 

（２画） 

「ム」が、   の場合は、画数違いにより類似文字と判断した。 

参考）文字構成要素の配置・画数・形状 

（１）文字構成要素の配置の例 

例）「松」と「枩」は、文字構成要素の画数・形状は同じであるが、配置が異なるので同一字形ではない。 

 文字構成要素の画数・形状が同じであるが、配置が異なる文字は、異なる字形の文字とした。 

 文字構成要素の画数・形状による、デザイン差と類似文字の判断例 

※ 平成20年度経済産業省委託事業「汎用電子情報交換環境整備プログラム成果報告書」より一部引用 
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参考）デザイン差の基準の範囲を超えている類似文字の例 

文字構成要素の画数が同じであるが、形状がデザイン差の基準の範囲を超えているので類似文字となった例 
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≠ ≠ 

≠ ≠ 

≠ 

≠ 
※その他の候補 

≠ 

≠ 



包摂基準に基づいた作業フロー 
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類似文字 

文字情報基盤漢字の類似字形の検索 同定不可能文字 

類似字形の文字情報基盤漢字が存在しない 
※文字構成要素の画数・形状が一致しても配置が異なる 

字形一致 

文字構成要素の形状の確認 

文字構成要素の画数の確認 

デザイン差 

文字構成要素の画数が異なる 

文字構成要素の形状が異なる 

デザイン差の判断 

文字構成要素の形状の違いが 
デザイン差の基準の範囲内に収まる 

文字構成要素の形状の違いが 
デザイン差の基準の範囲を超えている 

自治体外字の文字構成要素の確認 

全ての文字構成要素の配置が一致する 
※複数の類似字形が存在するケースがある 

全ての文字構成要素の形状が一致する 

全ての文字構成要素の画数が一致する 

1,166,536文字 

 231,724文字(19.9%) 
 ・不明文字 52,294文字 
 ・変体仮名 97,791文字 
 ・記号等 81,639文字 

619,469文字(53.1%) 

98,030文字(8.4％) 217,313文字(18.6%) 



文字情報基盤漢字内に存在する字形一致/デザイン差の文字について 

MJ057061 

なし 

なし 

026740 

MJ007459 

U+5207 

J+AF47 

022080 

 文字情報基盤漢字内において、包摂基準に照らし合わせた場合、「字形一致」、「デザイン差」と判断される
ものが1,325文字存在した。こうした例は、作業上の判断が困難なため、基準を設けて優先する文字を決定した。 
 
◆文字情報基盤漢字内における「字形一致」、「デザイン差」の文字の優先順位 
 ① Unicode定義が存在する文字を優先する。 
   どちらにも定義が存在する場合は、「UCS実装：○」を優先順位とする。 
 ② ①に当てはまらない場合は、住基ネット統一文字コードが存在する文字を優先する。 
   どちらにも定義が存在する場合は、文字コードの若いものを優先する。 
 ③ ①、②に当てはまらない場合は、戸籍統一文字番号の若いものを優先する。 

字形一致の例 

優先順位①に基づき、 
MJ007459を優先文字 
とした。 

MJ07370 

U+51B4 

J+ADFB 

019480 

MJ007369 

U+51B4(○) 

J+51B4 

019470 

デザイン差の例 

Unicodeは同じ定義だったが、 
UCS実装されていたため、 
MJ007369を優先文字とした。 

MJ000028 

U+342E 

J+BB0D 

なし 

MJ000027 

U+342E(○) 

J+342E 

なし 

MJ000029 

U+342E 

J+BB0E 

なし 

Unicodeは同じ定義だったが、 
UCS実装されていたため、 
MJ000027を優先文字とした。 

字形一致とデザイン差の例 

MJ文字図形名 

字 形 

UCS 

住基ネット統一 

戸籍統一 
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しんにょう 上段：旧字体 / 下段：新字体 

旧字体 

新字体 

くさかんむり 上段：旧字体 / 下段：新字体 

旧字体 

新字体 

しめすへん 上段：旧字体 / 下段：新字体 

旧字体 

新字体 

類似文字の分析（１）  

（１）類似文字中の新字体文字（氏名に利用できるが、文字情報基盤漢字に存在しない新字体） 
 類似文字に分類された文字の中に、昭和58年3月22日付け 法務省民二第1500号通達、平成2年10月20
日付け 法務省民二第5200号通達 及び 平成6年11月16日付け 法務省民二第7005号・第7006号通達（漢
和辞典に記載されている正字中の旧字体の構成要素部分に、新字体字形が使われている文字は氏名に利用でき
る）によって、氏名に利用できる新字体だが、文字情報基盤漢字に存在しない文字が見受けられた。 

◆第1500号通達/第5200号通達/第7005号・第7006号通達 新字体の例 
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しょくへん 上段：旧字体 / 下段：新字体 

旧字体 

新字体 

あお 上段：旧字体 / 下段：新字体 

旧字体 

新字体 

※上記各表内の「上段：旧字体/下段：新字体」 
 上段に配置している文字はIPAmj明朝フォントの 
 字形で、下段に配置している文字は各市区町村から 
 提供のあった外字の字形である。 



類似文字の分析（２）、（３）  

（２）「誤字俗字・正字一覧表」の誤字及び簡体字 
 類似文字の中に、平成22年11月30日付け法務省民一第2905号通達による「誤字俗字・正字一覧表」に示
された誤字及び簡体字が、398,320文字も見受けられた。 
 

・誤字 ：戸籍の自治体間の異動や電算化処理において正字に置き換えられるため、現在は使用されていない 
     文字が多く存在すると推測される。 
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（３）「誤字俗字・正字一覧表」の俗字   
  戸籍や住民票に利用されている可能性が高いと推測される。 

・簡体字：住民基本台帳法の一部を改正する法律（平成21年法律第77号）附則第3条により、その多くが、 
     仮住民票作成時の漢字氏名に係る正字置換によって、数多くの外字が解消されることが予測される。 
     （※一部日本人に利用できる文字も含まれているので注意が必要） 

※日本人に利用できる 

※俗字 

≠ ≠ 



同定不可能文字の調査分析（１） 

 文字情報基盤漢字と同定できなかった同定不可能文字（231,724文字）を、「不明文字」、「変体仮名」、
「記号等」の3つに分類した。その内、「不明文字」については、さらに調査分析を行った。 

（１）不明文字（52, 294文字）の調査分析 
不明文字については、以下の観点で調査分析を行った。 
  ① 漢和辞典に掲載されている文字（漢和辞典に同一もしくは類似字形が存在している文字） 
  ② 戸籍関連通達及び法務局通知の文字（戸籍関連通達及び法務局通知で利用が認められた字形の文字） 
  ③ 「誤字俗字・正字一覧表」の誤字（ 「誤字俗字・正字一覧表」 上で誤字とされている文字） 
  ④ 簡体字（入国管理局で利用される簡体字、その他の簡体字） 
 

  ④に関しては、住民基本台帳法の一部を改正する法律（平成21年法律第77号）により、外国人が住民票に搭 
 載される際に解消される文字と考えられるが、 ①、②については、現に戸籍や住民票で利用されている文字で 
 あると考える。 

分類 分類の詳細 外字数 文字種類 

① 漢和辞典に掲載されている文字 

康煕字典 147文字 46種類 

新大字典 98文字 56種類 

その他の漢和辞典 555文字 92種類 

② 戸籍関連通達及び法務局通知の文字 829文字 105種類 

③ 「誤字俗字・正字一覧表」の誤字 5,692文字 2,037種類 

④ 簡体字 
入国管理局で利用される簡体字 2,145文字 795種類 

その他の簡体字 9,069文字 726種類 

－ 分類不可能だったもの 33,759文字 － 

合計 52,294文字 3,857種類 
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同定不可能文字の調査分析（２） 

（２）変体仮名と記号等 

外字数 文字種類 

97,791文字 384種類 

 ②   記号等（81, 639文字） 
    記号等については、調査分析の対応範囲外のため、外字数のみを記述した。 

外字数 

81,639文字 
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「あ」の例 「い」の例 

※94,848文字384種類に分類でき、分類不能は2,943文字 

 ①   変体仮名（97, 791文字）の調査分析 
    明確な基準の設定は行っていないが、大まかな字形の類似性をもって分類を行ったので、外字数と大ま 
   かな文字種類数を記述した。 

記号等の例 



外字実態調査の今後の活用 
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全体成果物について 

① 文字情報基盤漢字同定リスト 

② 同定不可能文字リスト 
（記号） （変体仮名） （不明文字） 
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外字提供市区町村向け成果物について 

① 同定結果リスト ② 同定結果CSV 

※同定結果CSVの項目について 
 ・外字      ：市区町村で利用している外字コード 
 ・MJ文字図形名：外字に同定されたMJ文字図形名 
 ・同定区分        ：字形一致/デザイン差/類似文字/同定不可能 
 ・住基ネット統一文字コード、戸籍統一文字番号、UCS 
            ：外字に同定されたMJ文字図形に付されて 
                           いるそれぞれの番号 
 ・UCS実装       ：UCS実装の有無（○/表示なし） 
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文字情報基盤漢字の拡充に向けた課題 

 文字情報基盤漢字同定リスト及び同定不可能文字リストを確認していくと、本来氏名に利用でき
る文字でありながら、文字情報基盤漢字に搭載されていない文字が存在することが判った。 

成果物 課題 

文字情報基盤漢字同定リスト 
（類似文字に分類された文字） 

① 氏名に利用できる新字体文字が存在する 

② 出現頻度の高い俗字が存在する 

同定不可能文字リスト 

③ 漢和辞典に掲載されている文字が存在する 

④ 戸籍関連通達及び法務局通知の文字が存在する 

⑤ 変体仮名が多数存在する 

⑥ 行政用途に利用されている記号等が存在する 

 文字情報基盤における行政利用文字の網羅性を向上させ、外字の発生しない文字情報基盤を実
現するために、次回以降の文字情報基盤漢字への文字追加の検討の際には、実際の行政での利用
状況等を確認しながら、今回の結果を参考にして頂きたい。 

文字情報基盤漢字 非漢字 

 

① 
新字体 

 

③ 
漢和 
辞典 
搭載 

 

② 
俗字 

 

④ 
戸籍 
関連 
通達 
等 

 

⑤ 
変体 
仮名 

⑥ 
行政 
記号 
等 

現に行政で利用されている文字 
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すべての市区町村での活用シーン 

（１）文字運用ポリシーの策定に活用 

包摂基準書 文字運用 
ポリシー 

文字運用ポリシーを策定 
※不要な外字作成を抑制  包摂基準書（包摂基準書の概要は、本書7頁からを参

照）には、文字運用に役立つ定義がなされているので、市
区町村内の文字運用ポリシーとして流用し活用できます。 
 

 文字運用ポリシーを策定し運用することで、外字を作成
する基準が定義され、不要な外字を作成することがなくな
り、文字運用負荷の軽減につながります。 

（２） 文字情報基盤漢字とサイトの活用 

 文字情報基盤漢字（フォント・属性情報）は、オープン
ライセンスの考え方をベースに策定されており、誰でも無
償で活用できます。 
 

① 文字情報基盤漢字を参照した文字の作成 
 IPAmj文字をそのままコピーして、市区町村内の各種
業務システム用外字として利用することができ、デザイ
ン性の向上や、外字作成の負荷軽減が期待できます。 

 

② 窓口業務での利用文字範囲の説明に活用 
 IPA MJ文字情報検索システムではIPAmj全文字につ
いて、文字属性情報が設定されており、簡単に類似文字
を検索できるばかりでなく、戸籍統一文字であることも
わかるので、窓口での住民への説明に活用できます。 
 また、他市区町村と文字字形を伝達する際に、文字情
報基盤漢字のMJ文字図形番号を使うことで、正確に伝
達することができます。   

外字作成時にIPA MJ文字情報検索シス
テムを参照し、外字作成の負荷を軽減 

・包摂基準 
・配置の基準 
・画数の基準 
・デザイン差の基準 
・参考）通達 

・文字の確認基準 
 窓口での対応基準 
 既存文字との確認基準 
・外字作成の基準 
 字形デザイン基準 
 文字属性情報の整備基準  

IPA MJ文字情報検索システム 
http://ossipedia.ipa.go.jp/ipamjfont_glyph/html/GldVisitor/GldVisitorGlyphSearchBasic.html 
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外字提供市区町村での活用シーン① 

（１）外字の整理に活用 

 同定結果リスト及びCSVには、住基ネット統一文字及び戸籍統一文字に関連付けら
れた文字（字形一致、デザイン差及び類似文字）について、住基ネット統一文字コー
ド、戸籍統一文字番号を掲載しているので外字の整理に活用できます。 

◆住基ネット統一文字と一致した外字 

① 住基ネット統一文字に一致した外字について 
 住基ネット統一文字に一致した外字（字形一致及びデザイン差）は削除し、本来
の住基ネット統一文字コードに変更し整理することができます。整理する際には、
データの変更を伴いますので十分な確認が必要と考えますが、これらの外字を全て
解消できると、全国で約24万文字の外字解消につながります。 

③ 類似文字中の誤字及び簡体字（約40万文字）について 
 類似文字中の誤字については、既に戸籍電算化などで正しい文字に置き換えられ
ている可能性があります。戸籍を確認して文字の確認をしたのちに、住民票等の
データを修正することで、外字解消につながります。 
 

 類似文字中の簡体字については、住民基本台帳法の一部を改正する法律（平成21
年法律第77号）附則第3条によりその多くが正字等に置き換えられている可能性が
あります。仮住民票等を確認して文字の確認をしたのちに、データを修正すること
で、外字解消につながります。 
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◆類似文字中の簡体字確認 

住民票 
氏名（外字） 

戸 籍 
氏名（正字） 

（本籍地） 

茂 
（住所地） 

◆類似文字中の誤字確認 

張 

② 戸籍統一文字に一致した外字について 
 戸籍統一文字に一致した外字（字形一致及びデザイン差の約７万文字）は、現に
戸籍で利用されている文字が住基ネット統一文字に存在しないため、外字を作成し
利用している文字と推測されます。外字の整理には、十分に戸籍を確認し注意して
行う必要があります。 



外字提供市区町村での活用シーン② 

（２） 文字環境の見える化に活用 

 同定結果リスト及びCSVを用いて、市区町村内の各種業務シ
ステムや市区町村外とのデータ連携に係る外字の見える化に活
用できます。 

◆外字の見える化 

◆低解像度外字の解消 ③ 低解像度外字の再作成時の字形参照 
 文字情報基盤漢字と一致した外字には、MJ図形名が付さ
れているので、低解像度外字の再作成時に文字情報基盤文字
のデザインを参照して利用することができます。証明書など
に印字する文字のデザインが簡単に綺麗にできるので、住民
との文字トラブルの解消にもつながります。 

② 各種業務システムにおける文字環境の見える化 
 同定結果リストと同様の内容をCSVにて提供しています
ので、このCSVと「既存住基システム文字」と「住基ネッ
ト文字」の文字対照表を連結し、さらに「既存住基システム
文字」と「各種業務システム文字」との文字対照表などを連
結し組み合わせることで、各種業務システムと文字情報基盤
漢字の対照を見える化することができ、今後の文字整理方針
の策定に役立てることができます。 

◆文字情報基盤漢字と各種業務システムにおける文字環境の見える化 
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① 提供外字と文字情報基盤漢字の見える化 
 同定結果リストでは、提供外字と文字情報基盤漢字の対照
を見える化した上でフィードバックしています。市区町村内
の文字環境の見える化を行う際の参考として活用することが
できます。 

文字情報基盤 残存外字 

残存外字 既存住基システム 

各種業務システム 既存住基システム 



中間標準 
レイアウト 

外字提供市区町村での活用シーン③ 

（３）システム間連携やシステム移行時の基準文字に活用 

既存システム 
(各種ベンダー固有文字体系など) 

自治体クラウド 
(文字情報基盤漢字) 

文字情報 
基盤漢字 

同定結果リスト・CSVを確認し、
文字情報基盤漢字の文字図形番号や
UCSに変換が可能 新システム(UCSなど

の汎用的な文字体系) 

 同定結果リスト及びCSVには、文字情報基盤漢字の文字図
形番号及びUCSを掲載しているので、これらの情報を用いて
各種業務システムの文字環境見える化を行うことができます。 
 各種業務システムの文字を文字情報基盤漢字に関連付けす
ることにより、文字情報基盤漢字をシステム間連携やシステ
ム移行の標準文字に活用することができます。 

② 新システムへの移行時の標準文字 
 既存システムの文字コードと文字情報基盤漢字の対応付
けを行った上で、別途総務省がまとめたデータ移行用の中
間標準レイアウトと合わせて活用することで、システム移
行時に固有文字コードや固有移行レイアウト等によるベン
ダーロックを解消することにつながります。 
 これらによって、自治体クラウドへの円滑なデータ移行
ができます。 

① システム間の連携用データの標準文字 
 文字情報基盤漢字と各種業務システム文字コードを関連
付けすることで、システム間連携の標準文字コードに文字
情報基盤漢字コードを利用することができるようになり、
システム間連携構築の際のベンダーロックを解消すること
につながります。 

既存住基システム 
(ベンダー固有文字体系など) 

◆システム間連携の標準文字 

◆システム移行時の標準文字 

文字情報 
基盤漢字 

業務システムA 
(ベンダー固有文字) 

業務システムB 
(UCS) 

業務システムC 
(IPAmj) 
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